
株式会社ホタルクス 概要
本社所在地	： 東京都港区芝 1-7-17 住友不動産芝ビル 3 号館

創　　　立		： 2019 年 1月

取締役社長	： 山村 修史

従  業  員  数	： 254 名

事  業  内  容	： 各種光源、照明器具の製造及び販売

Ｈ　　　Ｐ		： http://www.hotalux.com/
沿	 革	： 	
1950年	 	 日本電気 ラジオ事業部にて蛍光ランプの試作検討開始 
1952年	 	 蛍光ランプ量産開始(10,15,20,40W) 
1953年	 	 新日本電気株式会社設立
1955年	 	 住宅用照明器具第一号(20W1灯用)量産開始 
1963年	 	 羽田空港にキセノン閃光灯を使用した滑走路末端識別灯の第一号		

	 機を設置 
1968年	 	 水口工場(現「滋賀工場」)操業開始 　　　　　　　　　　　　　
1979年	 	 3波長形蛍光ランプ「ライフルック」発売 
1983年	 	 新日本電気が日本電気ホームエレクトロニクスと社名変更
1995年	 	 業界初・残光・3波長形蛍光ランプ「ホタルック」発売 
1999年	 	 高周波点灯専用蛍光ランプ（FHC）の残光タイプ「ホタルックスリム」		

	 発売 
2000年	 	 日本電気ホームエレクトロニクス株式会社からＮＥＣライティング	 	

	 株式会社として分社独立 　　　　　　　　　　　
2010年	 	 業界最高クラスの明るさと長寿命の「LifeEホタルックスリム」　	 	

  （FHC）発売
2012年	 	 光と音が融合するLED照明「CrossFeel（クロスフィール）」を発売
2013年	 「CrossFeel（クロスフィール）」グッドデザイン賞受賞
2016年	 	 感震センサ搭載LEDシーリング「グランクオリティ」発売
2019年	 	 株式会社ホタルクスを設立
	 	 ＮＥＣライティング株式会社が営む全ての事業を承継し、4月1日より	

	 	営業開始

東
京
・
浜
松
町
に
本
社
を
置
く
照
明
器
具

専
業
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
ホ
タ
ル
ク

ス
。昨
年
4
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
か
ら

総
て
の
事
業
を
引
き
継
い
で
誕
生
し
た
真
新
し

い
会
社
で
す
。残
光
形
蛍
光
ラ
ン
プ「
ホ
タ
ル
ッ

ク
」は
世
の
中
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
村
修
史 

代
表
取
締
役
社
長
、嘉
喜
田
平 

営

業
本
部
東
日
本
支
社
長
、野
崎
重
樹 

経
営
管
理

本
部
広
報
室
長
、津
田
紹
子 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

本
部
商
品
企
画
担
当
の
４
氏
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

ヒットブランド
の源泉

Vol.29メーカーリレー訪問

株式会社ホタルクス
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２
０
１
９
年
4
月
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
を
引
き
継
ぎ
、

新
会
社
始
動

編
集
部　
社
名
の
「
ホ
タ
ル
ク
ス
」

と
旧
社
名
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
が
結
び
つ
か
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

山
村　
株
式
会
社
ホ
タ
ル
ク
ス
は
、

昨
年
4
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
株
式
会
社
の
全
て
の
事
業
を
受

け
継
い
で
誕
生
し
た
会
社
で
す
。

当
社
が
受
け
継
い
だ
照
明
事
業
は
、

１
９
５
０
年
に
日
本
電
気
株
式
会

社
ラ
ジ
オ
事
業
部
に
て
蛍
光
ラ
ン

プ
の
試
作
を
開
始
し
て
以
降
、
社

名
を
変
え
な
が
ら
も
、
照
明
一
筋

に
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｎ

Ｅ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
の
照
明
器
具
も
引

き
続
き
、
新
会
社
「
ホ
タ
ル
ク
ス
」

で
開
発
・
製
造
・
販
売
・
修
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

社
名
の
由
来

編
集
部　
社
名
「
ホ
タ
ル
ク
ス
」の

由
来
は
。

山
村　
当
社
の
代
表
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
残
光
形
蛍
光
ラ
ン
プ
“
ホ
タ
ル

ッ
ク
”は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を

契
機
と
し
て
、
安
全
・
安
心
・
快
適

な
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
開

発
・
発
売
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

“
ホ
タ
ル
ッ
ク
”で
企
業
ビ
ジ
ョ
ン

（
安
全
・
安
心
・
快
適
）を
表
現
、
当

社
歴
史
の
基
点
と
な
る
蛍
光
ラ
ン

プ
の
“
蛍
”＝
“
ホ
タ
ル
”で
当
社

の
歴
史
を
表
現
、
明
る
さ
の
単
位

で
あ
る
“
ル
ク
ス
”で
明
る
い
未

来
・
希
望
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

照
明
＋
α
で「
安
全・安
心・快
適
」

社
会
を
実
現
す
る
ホ
タ
ル
ク
ス

ヒットブランド
の源泉 Vol.29

中央左…山村修史 代表取締役社長／中央右…嘉喜田平 営業本部東日本支社長／
左…野崎重樹 経営管理本部広報室長／右…津田紹子 マーケティング本部商品企画担当
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津
田　
英
語
社
名
で
は
「
H
o
t
a

l
u
X
」と
、「
Ｘ
」を
大
文
字
に
し

て
強
調
し
て
お
り
、
無
限
の
可
能

性
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
意

味
を
込
め
て
い
ま
す
。

照
明
+
α
の
事
業
展
開

編
集
部　
照
明
器
具
の
事
業
展
開
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
教
え

て
頂
け
ま
す
か
。

嘉
喜
田　
シ
ー
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、

ペ
ン
ダ
ン
ト
、
キ
ッ
チ
ン
灯
、
浴

室
灯
な
ど
住
宅
用
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

器
具
各
種
、
高
天
井
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
器
具
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ベ
ー
ス
照
明
、

防
爆
形
照
明
器
具
な
ど
の
施
設
用

照
明
器
具
、
一
般
用
蛍
光
ラ
ン
プ

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
近
年
は
、
防
災
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ

一
体
型
ベ
ー
ス
照
明
「
防
災
用
Ｎ

ｕ
シ
リ
ー
ズ
」や
賃
貸
住
宅
に
一

人
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
方
を
対
象

と
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
照
明
器
具
に
よ
る

異
常
検
知
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
照
明
+
α
（
新
機
能
）の
事
業

も
展
開
し
て
い
ま
す
。

野
崎　
施
設
用
照
明
の
「
E
F
A
S
」

（
航
空
機
着
陸
誘
導
閃
光
装
置
）は
、

１
９
６
3
年
に
航
空
局
の
指
導
に

よ
り
、
国
内
で
初
め
て
開
発
し
た

装
置
で
す
。
国
内
の
各
空
港
で
採

用
さ
れ
て
お
り
、
高
い
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部　
現
在
も
蛍
光
ラ
ン
プ
の
製

造
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

す
ね
。

嘉
喜
田　
は
い
、
国
内
で
は
2
社
の

み
で
す
の
で
、
当
社
滋
賀
工
場
を

フ
ル
稼
働
さ
せ
て
製
造
し
て
い
ま

す
。
原
材
料
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
需
要

が
あ
る
限
り
は
こ
れ
か
ら
も
蛍
光

ラ
ン
プ
を
造
り
続
け
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に

「
ホ
タ
ル
ッ
ク
」開
発

編
集
部　
で
は
、
代
表
的
な
ブ
ラ
ン

ド
「
ホ
タ
ル
ッ
ク
」の
ご
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

山
村　
開
発
の
き
っ
か
け
は
、1
9
9
5

年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
す
。
も

し
、夜
間
に
地
震
が
発
生
し
、停
電

に
よ
っ
て
真
っ
暗
な
状
況
に
陥
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
不
安
感
が
と
て

も
大
き
く
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と

は
不
可
能
に
近
い
で
し
ょ
う
。
足

元
の
ガ
ラ
ス
破
片
に
気
づ
く
こ
と

も
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
時

に
最
も
重
要
な
こ
と
は
あ
か
り
の

確
保
な
の
で
す
。

　
　

そ
こ
で
、
ガ
ラ
ス
管
の
内
側
に

残
光
蛍
光
体
（
蓄
光
材
）を
塗
布

し
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
る
突
然
の
停
電
時
に
、
周

囲
を
淡
い
ブ
ル
ー
グ
リ
ー
ン
の
う

す
あ
か
り
で
照
ら
す
蛍
光
ラ
ン
プ

を
開
発
し
ま
し
た
。

野
崎　
1
9
9
5
年
に
発
売
し
た
業

界
初
の
残
光
・
3
波
長
形
蛍
光
ラ

ン
プ
「
ホ
タ
ル
ッ
ク
」シ
リ
ー
ズ

は
、「
安
全
・
安
心
・
便
利
な
あ
か

り
」と
し
て
、
大
ヒ
ッ
ト
し
、
現
在

ま
で
に
一
億
本
以
上
の
売
り
上
げ

を
記
録
し
て
い
ま
す
。

編
集
部　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
も
ホ
タ
ル

ッ
ク
機
能
が
付
い
た
も
の
が
あ
り

ま
す
ね
。

嘉
喜
田　
は
い
、
基
本
的
な
効
果
は

同
じ
で
す
。
住
宅
用
L
E
D
照

明
器
具
で
は
残
光
蛍
光
体
で
は

な
く
、
充
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
消
灯
し
た
後
も

真
っ
暗
に
な
ら
ず
、
約
2
～
3
分

の
間
、
淡
い
ブ
ル
ー
グ
リ
ー
ン
の

光
で
室
内
を
照
ら
し
ま
す
。
ま
た
、

突
然
の
停
電
で
も
、
ホ
タ
ル
ッ
ク

点
灯
回
路
が
停
電
を
感
知
し
、
ホ

タ
ル
ッ
ク
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
点
灯
す
る
た
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め
、
足
元
に
危
険
が
な
い
か
を
確

認
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

編
集
部　
確
か
に
、
夜
間
の
地
震
で

停
電
が
発
生
し
た
時
に
、
あ
か
り

が
あ
る
こ
と
ほ
ど
安
心
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

津
田　
住
宅
用
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
リ
ン

グ
ラ
イ
ト
の
「
グ
ラ
ン
・
ク
オ
リ

テ
ィ
」に
は
ホ
タ
ル
ッ
ク
機
能
に

加
え
て
、
感
震
セ
ン
サ
が
付
い
て

い
ま
す
。
震
度
4
以
上
の
地
震
を

感
知
す
る
と
、
電
子
ア
ラ
ー
ム
音

で
お
知
ら
せ
す
る
と
同
時
に
、
お

部
屋
の
主
照
明
が
自
動
点
灯
し
ま

す
か
ら
、
不
安
を
軽
減
し
、
家
族

の
状
況
を
即
座
に
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

停
電
時
の
安
全
も
、
消
灯
時
の

安
全
も
「
ホ
タ
ル
ッ
ク
」で

編
集
部　
「
ホ
タ
ル
ッ
ク
」の
開
発
や

販
売
で
、
苦
労
し
た
こ
と
は
。

山
村　

蛍
光
ラ
ン
プ

に
は
ガ
ラ
ス
管
の
内

側
に
直
接
残
光
蛍
光
体

が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
分
ど
う
し
て

も
明
る
さ
が
不
足
し
て

し
ま
い
ま
す
。
十
分
な

明
る
さ
を
確
保
す
る
た

め
、
最
適
な
塗
料
の
材

質
、
塗
布
方
法
を
確
立

す
る
ま
で
に
は
試
行
錯

誤
を
何
度
も
繰
り
返
し

ま
し
た
。

野
崎　
も
う
一
つ
は
ユ

ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
を
捉
え

き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
発
売
以
来
順
調

に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
き
た

「
ホ
タ
ル
ッ
ク
」で
す
が
、
あ
る
時

伸
び
が
鈍
化
し
た
時
が
あ
っ
た
の

で
す
。
何
故
か
と
考
え
、
調
査
し

た
と
こ
ろ
、「
ホ
タ
ル
ッ
ク
」機
能

へ
の
ニ
ー
ズ
は
、
非
常
時
な
ど
急

な
停
電
時
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
お
子

様
が
あ
か
り
を
消
し
た
暗
闇
で
、

足
元
が
見
え
る
位
の
明
る
さ
が
あ

れ
ば
、
布
団
に
入
る
ま
で
安
心
で

す
し
、
消
灯
後
に
再
び
あ
か
り
を

つ
け
ず
に
お
子
さ
ん
の
寝
顔
を
確

認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
日
常
生
活
の
「
安
心
」も

お
客
様
は
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
変
え
た

と
こ
ろ
、
再
び
売
り
上
げ
が
伸
び

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
村　
昨
年
11
月
に
は
、「
ホ
タ
ル

ッ
ク
」機
能
を
搭
載
し
、
子
供
部

屋
や
寝
室
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
を
施

し
た
「
か
わ
い
い
イ
ン
テ
リ
ア
シ

ー
リ
ン
グ
ラ
イ
ト
」4
機
種
を
投

入
し
ま
し
た
が
、
停
電
時
の
「
ホ

タ
ル
ッ
ク
」機
能
の
方
が
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

P
R
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

安
全
・安
心
を
提
供
す
る
「
防
災
用

Ｎニ
ュ
ーｕ
シ
リ
ー
ズ
」で
地
域
貢
献

編
集
部　
地
震
だ
け
で
な
く
、
台
風

や
豪
雨
で
の
停
電
被
害
も
最
近
は

深
刻
で
す
ね
。

嘉
喜
田　
は
い
、
防
災
の
観
点
か
ら
、

停
電
時
の
「
あ
か
り
確
保
」の
ニ

ー
ズ
は
間
違
い
な
く
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
発
売
し
た
防
災
用
Ｌ

Ｅ
Ｄ
一
体
型
ベ
ー
ス
照
明
「
防
災

用
Ｎ
ｕ
シ
リ
ー
ズ
」は
、停
電
時
に

通
常
の
1
/
10
程
度
の
明
る
さ
で

最
大
10
時
間
点
灯
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
避
難
す

る
た
め
の
「
あ
か
り
の
確
保
」を

目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
停
電
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滋
賀
工
場
周
辺
の

清
掃
活
動

イ
ク
ボ
ス
宣
言

の
広
範
囲
化
・
長
期
化
の
リ
ス
ク

に
備
え
、
滞
在
す
る
た
め
の
「
あ

か
り
の
確
保
」を
目
指
し
ま
し
た
。

野
崎　
こ
の
「
防
災
用
Ｎ
ｕ
シ
リ
ー

ズ
」と
「
グ
ラ
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
」

は
、
一
般
社
団
法
人
防
災
安
全
協

会
よ
り
「
災
害
時
に
、
有
効
に
活

用
で
き
安
全
と
認
め
ら
れ
る
製

品
」と
し
て
、
防
災
製
品
等
推
奨

品
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇

編
集
部　
最
後
に
、
本
誌
読
者
の
電

材
卸
店
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

嘉
喜
田　
「
防
災
用
Ｎ
ｕ
シ
リ
ー
ズ
」

は
お
客
様
の
困
り
ご
と
を
解
決
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
開
発
し
た

商
品
で
す
。
設
置
場
所
も
避
難
所
、

オ
フ
ィ
ス
、
工
場
、
商
店
、
公
共

施
設
な
ど
選
ば
ず
、
安
全
・
安
心

を
ご
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
さ
れ
て

い
る
電
材
卸
店
各
社
様
も
事
業
所

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
、
さ
ら
に
は
地
域

貢
献
と
い
う
意
識
で
是
非
こ
の
商

品
を
お
客
様
に
ご
提
案
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
ク
ス
の
工
場
が
あ
る
の
は
、滋
賀
県
甲
賀

市
水
口
町
。古
く
か
ら
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史

と
文
化
の
色
濃
い
地
域
で
す
。

　
滋
賀
工
場
で
は
、毎
年
6
月
と
11
月
を「
環
境
向
上

強
化
月
間
」と
定
め
、工
場
周
辺
の
清
掃
を
実
施
し
て

い
ま
す
。就
業
後
に
、工
場
お
よ
び
敷
地
の
周
り
の
ゴ

ミ
、空
き
缶
、空
き
瓶
等
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
ホ
タ
ル
ク
ス
で
は
、女
性
の
活
躍・両
立
支
援
推
進

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、女
性
社
員
の

育
児
休
業
取
得
率
は
1
0
0
％
で
す
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、上
司
か
ら
の
積
極
的
な

働
き
か
け
が
不
可
欠
。

　
「
よ
り
質
の
高
い
仕
事
を
チ
ー
ム
で
行
い
、社
員
の

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
応
援
し
な
が
ら
、夢
や
希
望

に
満
ち
た
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
」と「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」し
、男
性
社
員
の
育

児
休
業
取
得
率
ア
ッ
プ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
イ
ク
ボ
ス
…
…
イ
ク（
子
育
て
）と
ボ
ス（
上
司
）が
合
体

し
て
で
き
た
造
語
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①停電時、最大10時間の非常点灯
蓄電池には、高性能で安全性の高いリン酸鉄リチウムイオン電池を
採用しています。停電時は約300lm（小形電球25形相当）の明るさで
最大10時間の点灯が可能です。

②非常点灯のＯＮ／ＯＦＦ操作
停電時の日中など、あかりを必要としない状況では、停電検知送信
機のスイッチ操作にて消灯・点灯をコントロールできます。蓄電池の
使用量を抑えることで、夜間の停電に備えることができます。
また、エリア毎、ブロック毎に設置された器具と複数台の停電検知送
信機（EPSS※1送信機）をペアリングし、順番に橋渡し点灯することで、
点灯時間の長期化も可能です。

③ホタルック機能も搭載
壁スイッチ消灯後、ほのかに光るホタルック機能で停電時だけでな
く、毎日の安全・安心もサポートします。

④Ｎｕシリーズ同士で光源部のみの取り換えが可能
防災用Nuシリーズのライトユニットは、Nuシリーズ一般タイプと同
様の取付・給電構造ですので、すでに一般タイプをご使用のお客様
は専用の電気工事を必要とせずに光源部分のみの交換が可能です。
お客様自身で容易に防災用Nuシリーズへの変更を行うことが可能
です。また、停電発生後、あかりが必要な場所への移設・再設置も可
能です。

⑤バッテリーの充電状況をお知らせ
ライトユニットの端部にモニターランプが付いており、点灯色により
蓄電池の充電状況を簡単に確認することが可能です。

LED一体型ベース照明

「防災用Nuシリーズ」

特 長

停電を自動検知、
停電時に最大10時間点灯
※国内施設用LED一体型ベース照明市場において、
　2019年5月30日現在、㈱ホタルクス調べ

※1　Emergency Power Supply System（非常時給電システム）

業界初！

ニュー

※
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高天井用LED照明器具

HID器具と同等の大光量で、工場、倉庫をLED照明化。演色性の優れ
た商品を開発し、設置場所ごとのさまざま条件に対応した製品ラインアップ
を準備しています。
「ＬＥＤが明るいのは当たり前。当社の高天井用ＬＥＤ照明は光の質にこだわって開発
しました。演色性に優れ、まぶしくないのが特長です。また、リモコンで調光することが出
来る当社だけの機能もご好評いただいています」（津田紹子 企画グループ）

①LEDのギラギラ(グレア)感を低減
当社の高天井用LED照明は、小型のLED素子の高密度実装と下面カバーの光学的処理に
より、眩しさを低減しています。天井を見上げる作業時の眩しさによる作業効率の悪化を
防ぎ、被照面への映り込みを軽減します。

②色の見え方
太陽光の下の色の見え方に近い、高演色LEDチップを採用（Ra82〜83）。
メタルハライドランプと同等の高演色性で、製品本来の色味が、しっかり確認出来ます。色
を重視する塗装工場、アパレルなどの検品倉庫にも最適です。

③経済性
水銀ランプ搭載器具からLED器具にリニューアルすると、70%以上の消費電力を削減でき
ます。電気代とランプ交換費用の大幅な削減により、早期の投資回収が可能です。

④瞬時の点灯・再点灯が可能
水銀ランプは再点灯に時間がかかるので、一日中、点灯したままが多かったのですが、
LEDにすると、瞬時の消灯・再点灯が可能です。使用したいときにすぐ全点灯し、使わない
時はこまめに消灯ができ、電気代の削減にもなります。また、オプション品のリモコンと受
光器を合わせてご使用いただくと、設置された照明器具を手軽に調光制御ができます。

⑤豊富なバリエーション
工場・倉庫などの高天井用照明として、多彩な明るさと配光角のバリエーションの中から
お選びいただけます。

特 長
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